
特殊効果演出で使われるスモークは大きく3つに分類されます。
表をご覧ください。（次ページ）

A

TVや舞台などでおなじみのスモーク（煙）
どんな種類があって、どんな演出に使われているのでしょうか？

Q

代表取締役　小峰 聖

アンケートはこちら→
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スモーク液が油性の場合、引火性であることから、機材を使用する際には事前の消防申請を行う必要があります。

スモークの演出効果は、これまでも様々な変遷があり、新しい機材の開発も進んでいます。
次号も引き続き「スモークの演出」について、創業51年の当社が語る「スモークの歴史」これからの機材と演出の可能性に
ついてお届けします。

スモークの効果 スモークの呼称＆解説 使用機材（専用液） 機材

① もくもく、もやもや
（空間のベースとなる）

ヘイズスモーク（Haze Smoke）

ATMOSPHERE APS（油性）
Concept MK-V（油性）

② 雲海（足元をはう）

ロースモーク （Low Smoke）

 LSG MKII（水性）（CO2）
ドライアイスマシン（お湯）

③ 煙の噴射

フォグスモーク（Fog Smoke）

VIPER NT（水性）

イベント演出部（カスタマーサービス部兼任）
菊地章泰
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